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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実行されると、
　共有スペースを生成することであって、前記共有スペースは、スペースキャンバスおよ
び複数のツールを含むことと、
　前記共有スペースの参加者を関連付けることと、
　デジタル画像、デジタルテキスト、およびデジタルインクを含む表現要素を使用して対
話することを含む、前記複数のツールのうちの１つを使用して前記スペースキャンバスと
対話することであって、前記参加者は、前記共有スペースとのオフラインおよびオンライ
ン参加者の対話の一部として、前記スペースキャンバス内で前記複数のツールを使用して
参加者の表現要素を追加および修正することと、
　前記共有スペースの履歴を保持して、時間、セグメントの場所、セグメントのサイズ、
およびインクのパラメータを含むコンテキスト情報に部分的に基づき、以前のインクスト
ローク、セグメント、および他の表現要素を検索することと、
　前記参加者によりなされたオフラインの変化の集合を使用して前記オフラインの変化に
より前記スペースキャンバスをアップデートすることを含む、前記スペースキャンバスに
なされた変化により前記スペースキャンバスを自動的にアップデートすることを含む、前
記参加者の表現要素を前記共有スペースに存続させることと
　によりデータを共有する、実行可能命令を含むコンピュータ可読記憶媒体であって、
　前記実行可能命令は、実行されると、ライブ接続を提供して通信参加者がビデオおよび
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音声を使用して対話できるようにすることにより、データを共有し、
　前記実行可能命令は、実行されると、マスターファイルを使用して前記参加者の表現要
素により前記共有スペースをアップデートすることにより、データを共有し、
　前記参加者がオンラインのとき、前記マスターファイル読み書き可能な状態であり、前
記参加者がオフラインのとき、前記マスターファイルは読み取り専用状態であることを特
徴とする、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２】
　前記実行可能命令は、実行されると、手書き、ビデオ、および音声の表現要素を使用す
る前記スペースキャンバスと対話する前記複数のツールのうちの１つを使用することによ
り、データを共有し、手書きの表現要素は、デジタルインクストロークを含むことを特徴
とする、請求項１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３】
　前記実行可能命令は、実行されると、前記共有スペースをアップデートし各通信参加者
に前記参加者の表現要素を公開することにより、データを共有することを特徴とする、請
求項１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４】
　前記参加者の表現要素は、各オンライン参加者の共有スペースデータにより同期化され
ることを特徴とする、請求項３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５】
　前記実行可能命令は、実行されると、スクラップブックに前記参加者の表現要素のうち
の選択された１つを格納することにより、データを共有することを特徴とする、請求項１
に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６】
　複数の表現要素を表示するスペースキャンバスと、
　複数の関連するユーザーにより共有される共有スペースと対話するための複数のツール
であって、前記複数のツールは、ユーザーが前記スペースキャンバス上のデジタルインク
、デジタルテキスト、およびデジタル画像の表現要素を含む表現要素を前記スペースキャ
ンバスに含めることを可能にし、前記複数のツールは、前記共有スペースとのオフライン
およびオンラインユーザーの対話の一部として、前記スペースキャンバス内でユーザーの
表現要素を追加および修正するために使用される、複数のツールと、
　時間、セグメントの場所、セグメントのサイズ、インクのパラメータを含むコンテキス
ト情報に部分的に基づき、以前のインクストローク、セグメント、および他の表現要素を
検索することができる、前記共有スペースの履歴と、
　前記共有スペースと関連する参加者を示すインジケーターであって、前記インジケータ
ーは、前記参加者の現在の状態も示し、前記ユーザーインターフェイスは、コンピューテ
ィングデバイスのディスプレイに表示され、前記スペースキャンバスは、前記スペースキ
ャンバスになされた変化で自動的にアップデートされ、該アップデートされることは、前
記関連するユーザーによりなされたオフラインの変化の集合を使用して前記オフラインの
変化で前記スペースキャンバスをアップデートすることを含む、インジケーターと
　を備える、データを共有するためのユーザーインターフェイスであって、
　前記共有スペースは、マスターファイルを使用することによりアップデートされ、
　前記ユーザーがオンラインのとき、前記マスターファイル読み書き可能な状態であり、
前記ユーザーがオフラインのとき、前記マスターファイルは読み取り専用状態であること
を特徴とする、ユーザーインターフェイス。
【請求項７】
　前記複数のツールは、前記スペースキャンバスに１つまたは複数の表現要素を生成、変
更、保存するために、および関連するコンテキスト情報に部分的に基づき以前のインクの
ストローク、セグメント、および他の表現要素を検索するために使用することができるこ
とを特徴とする請求項６に記載のユーザーインターフェイス。
【請求項８】
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　前記複数のツールは、ツールセットトレイボタン、ツールセットボタン、ツールボタン
、およびパレットボタンを含むことを特徴とする請求項６に記載のユーザーインターフェ
イス。
【請求項９】
　前記インジケーターは、別の参加者とのライブ接続を確立するように構成されることを
特徴とする請求項６に記載のユーザーインターフェイス。
【請求項１０】
　前記スペースキャンバスは、リモートな参加者により作成される１つまたは複数の表現
要素を公開するように構成されることを特徴とする請求項６に記載のユーザーインターフ
ェイス。
【請求項１１】
　前記ユーザーインターフェイスは、前記スペースキャンバスの選択された参加者の表現
要素を拡大することを含む、前記ユーザー表現要素と対話する拡大機能およびフォーカス
機能を含むことを特徴とする請求項６に記載のユーザーインターフェイス。
【請求項１２】
　複数のユーザーを共有スペースに関連付けるステップであって、前記共有スペースは、
キャンバスを含むステップと、
　前記キャンバスに表現要素を加えることにより、前記共有スペースと対話するステップ
であって、前記表現要素は、デジタル画像、デジタルテキスト、およびデジタルインクを
含み、前記キャンバスは、前記共有スペースとのオフラインおよびオンラインユーザーの
対話の一部としてなされたユーザー表現要素を含む、ステップと、
　各ユーザーの前記キャンバスが、加えられた表現要素を含むように、前記共有スペース
と通信するステップと、
　前記共有スペースの履歴を保持して、時間、セグメントの場所、セグメントのサイズ、
インクのパラメータを含むコンテキスト情報に部分的に基づき、以前のインクストローク
、セグメント、および他の表現要素を検索するステップと、
　前記キャンバスになされた変化で前記キャンバスを自動的にアップデートすることを含
む、コンピューティングデバイスを使用して前記キャンバスを表示するステップであって
、該アップデートすることは、前記関連するユーザーによりなされたオフラインの変化の
集合を使用して前記オフラインの変化で前記スペースキャンバスをアップデートすること
を含むステップと
　を備える、データを共有する方法であって、
　前記共有スペースは、マスターファイルを使用することによりアップデートされ、
　前記ユーザーがオンラインのとき、前記マスターファイル読み書き可能な状態であり、
前記ユーザーがオフラインのとき、前記マスターファイルは読み取り専用状態であること
を特徴とする、データを共有する方法。
【請求項１３】
　前記共有スペースをアップデートして、リモートユーザーにより加えられた他の表現要
素を公開するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報を通信するための共有スペースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人々は、例えば、郵便、電話、デジタル写真、ホワイトボード、イーメール、およびイ
ンスタントメッセージング（ＩＭ）アプリケーション等、いくつかの通信方法を用いて通
信し、接続した状態を維持しようとする。しかしながら、各技術は、関連した制限を有し
、ユーザーにとって不満足な体験をもたらす可能性がある。例えば、インスタントメッセ
ージ、ネットワーク接続されたデジタル画像フレーム、およびイーメールは、タイミング
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が悪く、通信することができる情報の量を制限する可能性がある。電話およびＩＭ通信の
ようないくつかの通信方法は、相手にリアルタイムで応答を強いることで押し付けがまし
いかもしれない。イーメールおよび郵便通信のような受動的な通信方法は、遅れた返答を
許容するが、通信相手は返答を待つことができるので、典型的にはより押し付けがましく
ない。しかしながら、受動的な方法は、非人間的で、感情の表現を欠く可能性がある。な
ぜなら、受動的な方法は、発話交替の発言／応答／発言／応答通信構造（例えば、イーメ
ールおよびインスタントメッセージング）を課すからである。
【０００３】
　他の通信方法は、忠実度、表現力の多様性を欠き、すなわち一時的なセッションにおけ
る情報の提供（例えば、インスタントメッセージング、仮想ホワイトボード）に制限され
る。セッションが終了すると、情報は失われる。例えば、ホワイトボードは、自発的な手
書きのアイデアおよび概念を通信する媒体としてしばしば使用される。しかしながら、ホ
ワイトボードに表示された情報は、リモート対話および共同作業に理想的ではない。一部
分においてビデオ遠隔会議装置と関連した制限のために、リモートユーザーがホワイトボ
ードの関連する部分を読み、焦点を合わせることが困難な可能性がある。例えば、ホワイ
トボードに書かれた手書きのインクストローク（ｉｎｋ　ｓｔｒｏｋｅｓ）は、リモート
ユーザーによって、見ることが困難な可能性があり、および消去または編集することがで
きない。よって、リアルタイムで複数のユーザーによる物理的なホワイトボードの共同作
業は、制限され、通常はリモートな参加者に不満足な体験となる。
【発明の概要】
【０００４】
　本概要は、単純化された形式で、以下の詳細な説明でさらに説明される概念の選択を紹
介するために与えられる。本概要は、特許請求の範囲に記載された主題の主要な特徴また
は必須の特徴を識別することを意図しておらず、特許請求の範囲に記載された主題の範囲
を決定する手助けとなることも意図していない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ある実施形態は、情報を通信するための「共有スペース」を提供する。共有スペースは
、いくらかのユーザーにこの共有スペースを用いて通信するよう構成することができる。
ある実施形態において、共有スペースアプリケーションを、２人以上のユーザーによる対
話のために共有することができる永続的なスペースを提供するよう構成することができる
。ユーザーは、いくつかの分かれたスペースを有して、他の個人および／またはグループ
と共有および通信することができる。様々な実施形態において、共有スペースは、様々な
情報を共有して通信するための単純な通信ツールの柔軟な集合を用いて、対話および実装
することができる。通信ツールおよび共有スペースは、ユーザーに、自然におよび便利に
対話して通信する永続的な手段を提供する。
【０００６】
　これらのおよび他の特徴、利点が、以下の詳細な説明を読むことおよび関連図面の概観
により明らかとなる。前述の概要および以下の詳細な説明の両方は、例示的にすぎず、特
許請求の範囲に記載された本発明を限定しないことが理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】コンピューティング環境のブロック図を示す図である。
【図２】コンピューティング環境のブロック図を示す図である。
【図３】共有スペースアーキテクチャーのブロック図を示す図である。
【図４】共有スペースを使用することを示すフローチャートを示す図である。
【図５Ａ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図５Ｂ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図５Ｃ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図５Ｄ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。



(5) JP 5050060 B2 2012.10.17

10

20

30

40

50

【図５Ｅ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図５Ｆ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図５Ｇ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図５Ｈ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図５Ｉ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図５Ｊ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図５Ｋ】共有スペースと対話するためのユーザーインターフェイスを示す図である。
【図６】本明細書で説明される様々な実施形態の実装のためのコンピューティング環境を
示すブロック図を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　ある実施形態は、共有スペースを提供し、いくらかのユーザーは情報を通信するために
この共有スペースを使用することができる。共有スペースを、いくらかのユーザーがこの
共有スペースを用いて通信するように構成することができる。ある実施形態では、共有ス
ペースアプリケーションは永続的なスペースを提供するように構成されて、この永続的な
スペースを、様々なツールを用いて通信する２人以上のユーザーにより共有しおよび使用
することができる。コンピューティングデバイスのディスプレイは、共有スペースをユー
ザーに提示するために使用することができ、このユーザーは、このようなスペースを共有
するために共有スペースアプリケーションを使用している。ユーザーは共有スペースアプ
リケーションにより提供された様々なツールを使用して、リアルタイムでまたはユーザー
の都合の良いときに共有スペースと対話することができる。
【０００９】
　一実施形態において、複数の共有スペースを、１つ以上のディスプレイに提示すること
ができるので、ユーザーが様々な個人および／またはグループと同時に対話することを可
能にする。すなわち、ユーザーは、異なった個人および／またはグループと連絡を取り合
って通信するために分かれたスペースを有することができる。様々な実施形態において、
共有スペースは、様々な情報の共有を可能にする単純な通信ツールの柔軟な集合を用いて
実装することができる。例えば、通信ツールは、画像、テキスト、音声、手書きの絵およ
び単語（例えばデジタルインク）、並びに／または他のデータを共有スペースに実装する
ためにユーザーによって使用することができる。通信ツールは、自然かつ便利な通信およ
び対話を提供するよう構成することができる。
【００１０】
　ある実施形態において、参加者がスペースを使用していないときおよび／またはサイン
インしていない（例えば、オフライン）ときでさえも、共有スペースは永続的であり、関
係した参加者に常に利用できる状態になっている。ユーザーは、１つ以上のスペースを共
有するように１人以上の参加者を招待することができる。共有スペースの参加者は、スペ
ースを加えること、スペースを消去すること、および／またはさもなければスペースを変
更することができる。その後、共有スペースの全ての参加者は、対話の同じ結果を見るか
見るであろう。共有スペースアプリケーションは、参加者がコンテンツをプライベートス
クラップブックに保存できるように構成することができる。なぜなら、共有スペースの性
質は非常に一時的である可能性があるからである。さらに、共有スペースアプリケーショ
ンは、共有された非公開のデータを使用するように構成することができるが、これだけに
限定されない。一実施形態では、共有スペースアプリケーションは「ライブ接続」を可能
にするようさらに構成することができる。ライブ接続は、いくらかの参加者が、共有スペ
ースアプリケーションを用いてライブ音声および／またはビデオ通信に参加することを可
能にする。
【００１１】
　図１は、ある実施形態におけるコンピューティング環境１００のブロック図である。コ
ンピューティング環境１００は、構成要素のネットワークとして説明することができ、関
連した構成要素は、動作機能を提供できるような方法でコミュニケーションのために結び
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付けられている。いくつかのコンピューティングデバイス１０２―１０６が互いに通信し
、コンピューティングデバイスのネットワークを提供する。いくつかのコンピューティン
グデバイス１０２－１０６は、サービングコンピューティングデバイス（ｓｅｒｖｉｎｇ
　ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅ）１０７と通信することもできる。各コンピューテ
ィングデバイス１０２－１０７は、コンピューティングデバイス１０２－１０７間で通信
機能を提供するよう構成されたネットワークおよびセキュリティ要素を含んでいる。コン
ピューティングデバイス１０２－１０６は、デスクトップコンピュータ、ラップトップコ
ンピュータ、タブレットコンピュータ、ハンドヘルドデバイス、および他の通信デバイス
を含むことができる。
【００１２】
　図１に示すように、各コンピューティングデバイス１０２－１０６は、以下でさらに説
明される共有スペースアプリケーション１０８－１１２を含む。サービングコンピューテ
ィングデバイス１０７はスペースマネージャー要素１１４を含むが、これだけに限定され
ない。スペースマネージャー要素１１４は、１つ以上の共有スペースの態様を管理するよ
う構成および動作することができるが、これだけに限定されない。例えば、スペースマネ
ージャー要素１１４は、共有スペースに関連付けられた読み書きマスターデータファイル
を保持することができる。ある実施形態では、各共有スペースアプリケーション１０８－
１１２およびスペースマネージャー要素１１４は、コンピューティングデバイス１０２－
１０７のプロセッサと連動して実行するソフトウェアアプリケーションを備える。以下に
説明するように、各共有スペースアプリケーション１０８－１１２は、共有スペースと関
連付けられたいくらかのユーザーに永続的なスペースを提供するよう構成することができ
る。以下の説明を簡単にするために、コンピューティングデバイス１０２および関連した
共有スペースアプリケーション１０８が、共有スペースアプリケーションの機能および使
用を説明するときに参照される。
【００１３】
　以下に説明するように、ユーザーは、コンピューティングデバイス１０２および関連す
る共有スペースアプリケーション１０８を使用して、共有スペースの他のユーザーと通信
し、対話することができる。共有スペースは、様々な方法で通信するために２人以上のユ
ーザーにより使用することができる永続的なキャンバスまたは対話式ウィンドウとして説
明することができる。すなわち、共有スペースアプリケーション１０８は、関連した共有
スペースに対し、様々な表現を含む、ユーザー対話を持続するよう構成することができる
。それに対応して、ユーザー対話は、共有スペースと関連付けられた全てのユーザーによ
って、ユーザーの物理的な位置に関係なく見られる。様々な実施形態において、共有スペ
ースに生成されるか、置かれるか、そうでなければ検索される任意のもの（インク、ビデ
オファイル、音声ファイル、テキスト、絵等）は、消去されるかそうでなければ変更され
るまで共有スペースに残る。
【００１４】
　ユーザーは、共有スペースアプリケーション１０８を使用して、いくつかの分かれたス
ペースおよび／またはユーザーと対話することができる。例えば、ユーザーは、共有スペ
ースアプリケーション１０８を使用して、いくつかの共有スペースを生成することができ
る。この共有スペースは、ユーザーが様々な個人および／またはグループと連絡を取り合
うことを可能にする。共有スペースとのユーザーの対話は、表現要素と呼ばれる。共有ス
ペースアプリケーション１０８は、表現要素が共有スペースと関連付けられたユーザーに
より消去されるかそうでなければ変更されるまで、共有スペースに表現要素を持続させる
ように構成することができる。例えば、ユーザーが共有スペースに絵を描くか、写真を貼
る場合、これらの絵や写真が他のアイテムにより覆われた場合でさえ、これらのアイテム
は共有スペースに残ったままである。
【００１５】
　共有スペースアプリケーション１０８を、コンピューティングデバイス１０２にインス
トールすることができる。例えば、共有スペースアプリケーション１０８は、オペレーテ
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ィングシステム（ＯＳ）インストールプロセスの一部としてインストールすることができ
る。上で述べたように、ユーザーは、共有スペースアプリケーション１０８を使用して、
共有スペースの１人以上のユーザーまたは参加者と通信することができる。加えて、共有
スペースの通信は、いくつかの関連したコンピューティングデバイスに提供することがで
きる。複数のコンピューティングデバイスとの共有スペースの通信は、遠方の場所のユー
ザーにとってさえ、共同作業および対話を楽しい体験にする。したがって、共有スペース
アプリケーション１０８は、会社、家族、友達、および他の通信対話のための便利な媒体
を提供する。
【００１６】
　例えば、共有スペースの通信を、いくつかのウルトラモバイルコンピューティングデバ
イスおよびインターネット等のネットワークで通信する関連したユーザーに提供すること
ができる。一実施形態では、共有スペースの通信を、オンラインファイル記憶サービスを
用いるインターネット上で提供することができる。別の実施形態では、共有スペースの通
信は、例えば、ピアツーピア同期化サービス等のピアツーピアサービスを用いていくつか
のコンピューティングデバイスに与えられる。
【００１７】
　共有スペースの通信を、例えばワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、
ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、これら
を組み合わせたもの、並びに／または何か他の種類のコンピューティングおよび／若しく
は通信ネットワーク等のコンピューティングネットワークのコンピューティングデバイス
１０２－１０７に提供することができる。一実施形態では、コンピューティング環境１０
０は分散コンピュータネットワークであり、この分散コンピュータネットワークは、１つ
以上のコンピューティングデバイス、通信デバイス、データベース等が望ましい実装によ
り通信することを可能にする。
【００１８】
　コンピューティング環境１００の構成要素は、有線技術、無線技術、有線技術と無線技
術との組み合わせ、および他の通信技術を用いて、互いにコミュニケーションのために結
び付けることができる。共有スペースの通信は、様々な通信方法の組み合わせを含むこと
もできる。共有スペースを通信する他の実施形態は、ファイル／フォルダー共有方法論お
よび／または同期化スキームを含んでいる。例えば、ＦＯＬＤＥＲＳＨＡＲＥ等のファイ
ル／フォルダー共有プログラムを、共有スペースおよび関連した表示コンテンツを通信す
るために使用することができる。
【００１９】
　ある実施形態において、共有スペースアプリケーション１０８を、例えば、マスターフ
ァイルの読み取り専用コピー等のマスターファイルのコンテンツ上で動作し、マスターフ
ァイルのコンテンツを持続および／または表示するように構成することができる。マスタ
ーファイルは、共有スペースが修正されたかさもなければ変更されたときにアップデート
することができる。すなわち、共有スペースアプリケーションは、マスターファイルを使
用して、共有スペースに対する変更を追跡して維持する。一実施形態において、マスター
ファイルは、各共有スペースに関連付けられる。各コンピューティングデバイス１０２－
１０６は、マスターファイルを使用して、共有スペースに対する最近の変更および修正を
含む、共有スペースのコンテンツを表示することができる。
【００２０】
　一実施形態において、各コンピューティングデバイス１０２－１０６は、ピアツーピア
ネットワークと関連付けられ、共有スペースと関連付けられたマスターファイルを使用す
る。共有スペースに関連付けられたコンピューティングデバイス１０２－１０６が接続さ
れてオンラインの場合、マスターデータファイルは、読み取り専用状態から読み書き可能
な状態に状態を変更する。その後、追加、消去、および他の変更が関連した共有スペース
になされるならば、ローカルマスターデータファイルはリアルタイムで同期化される。コ
ンピューティングデバイスが接続を切断する（例えば、ユーザーがオフラインになる）場
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合、ローカルマスターデータファイルは、読み取り専用に再構成される。その後、ユーザ
ーが共有スペースにログインし、共有スペースアプリケーション１０８が読み書き可能な
マスターファイルに接続する次のときに、読み書き可能なマスターファイルは、ローカル
の読み取り専用マスターファイル上にコピーされ（例えば、置き換えられ）、その結果、
マスターファイルは、ユーザーが切断された間に生じた全ての追加および変更を伴ってア
ップデートされる。
【００２１】
　したがって、共有スペースに対するアップデートが起きるとき、各マスターファイルは
、共有スペースに対する他の関連したマスターファイルによりアップデートおよび／また
は同期化される。よって、共有スペースアプリケーション１０８は、互いに現在通信して
いる（例えば、接続されたおよび／またはサインオンした）ユーザーが同じ情報を見るこ
とを保証するように機能する。共有スペースアプリケーション１０８はマスターファイル
を修正するように構成され、共有スペースの通信は、ユーザーが別の参加者および関連し
たマスターファイルと通信するときにマスターファイルを使用することにより提供される
。例えば、共有スペースの通信は、ユーザーが、オンライン記憶サービスを介する関連し
たマスターファイルへのネットワーク接続および／または直接に他の関連したコンピュー
ティングデバイスへのネットワーク接続（例えば、ピアツーピア）を有するときに提供さ
れる。
【００２２】
　上で述べたように、共有スペースアプリケーション１０８は、最新バージョンのマスタ
ーファイルの読み取り専用コピーを関連したコンピューティングデバイスのローカル記憶
部に保持するように構成することができる。ユーザーがオフラインである場合、共有スペ
ースアプリケーション１０８は、読み取り専用マスターファイルへのアクセスを与えない
。しかしながら、ユーザーは、マスターファイルの読み取り専用コピーを見ることができ
る。しかし、マスターファイルに変更を加えることはできない。以下に説明するように、
ユーザーは読み取り専用マスターファイルに記憶された１つ以上の表現要素をスクラップ
ブックに保存することもできる。ユーザーがオフラインの間に、別のユーザーが共有スペ
ースに関連付けられたマスターファイルを変更したならば、オフラインのユーザーは、彼
らが関連した共有スペースにログインして戻るまで変更を見ないだろう。よって、ユーザ
ーは共有スペースにログインしなければならず、その結果、共有スペースアプリケーショ
ン１０８は、ユーザーがオフラインになってからの任意の変更を有する共有スペースをア
ップデートするために読み書き可能なマスターファイルにアクセスして使用することがで
きる。
【００２３】
　例として、ユーザーＡおよびユーザーＢが共有スペースを有していると仮定する。ユー
ザーＡはオンラインである。ユーザーＡが共有スペースを開くとき、共有スペースアプリ
ケーションはマスターファイルにアクセスする。一例として、共有スペースアプリケーシ
ョンは仮想ハードドライブからマスターファイルにアクセスすることができる。その後、
ユーザーＡは絵を共有スペースに加える。共有スペースアプリケーションは、マスターフ
ァイルとユーザーＡのローカルの読み取り専用ファイルとにこの絵を加える。ユーザーＢ
はオフラインであり、ユーザーＢがオフラインであることを示す共有スペースを開く。ユ
ーザーＢは、ユーザーＡが今しがた加えた絵を見ることはできない。その後、例えばイン
ターネットに接続される等、ユーザーＢがオンラインになる。ユーザーＢがオンラインに
なると、共有スペースアプリケーションはマスターファイルにアクセスし、マスターファ
イルを読み込み、ユーザーＢのマシンにおけるローカルの読み取り専用ファイルをアップ
デートする。この時点で、ユーザーＢは、ユーザーＡにより共有スペースに加えられた絵
を見る。
【００２４】
　一実施形態において、読み書き可能なマスターファイルは、サービングコンピューティ
ングデバイス１０７に記憶され保持される。よって、共有スペースと関連付けられたユー
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ザーは、共有スペースおよび関連した読み書き可能なマスターファイルに変更を加えるた
めにネットワーク接続を有し且つオンラインになる必要がある。他の実施形態において、
マスターファイルを、ウェブサービスを用いて、ピアマシンおよび／またはユーザーのコ
ンピューティングデバイスに記憶および維持することができる。その後、マスターファイ
ルを、参加者が通信しているときに、共有スペースと関連付けられた全ての参加者にコピ
ーすることができる。代替実施形態において、ユーザーは、任意の時点で、ユーザーのロ
ーカルファイルに追加および／または変更をなすことができる。その後、各参加者が、共
有スペースと（例えば、ログイン）または別の参加者と（例えば、ピアツーピア）再接続
する場合、同期化が機能し、各参加者によりなされたオフラインの間の全ての変更を集め
、その結果、各参加者は同じスペースを「見る」ことになる。
【００２５】
　図２は、ある実施形態におけるコンピューティング環境２００のブロック図である。コ
ンピューティング環境２００は、サービングコンピューティングデバイス２０４と通信す
るコンピューティングデバイス２０２を含む。コンピューティング環境２００の構成要素
を、有線技術、無線技術、有線技術と無線技術との組み合わせ、並びに他の通信およびネ
ットワーキング技術を用いて互いにコミュニケーションのために結び付けることができる
。１つのコンピューティングデバイス２０２と１つのサービングコンピューティングデバ
イス２０４とが示されているが、他の実施形態は、複数のこのようなコンピューティング
デバイスとサービングコンピューティングデバイスとを含むことができる。一実施形態に
おいて、共有スペースを、例えば、ウルトラモバイルコンピューティングデバイス等の２
つのコンピューティングデバイスを用いて少なくとも２人のユーザー間で生成および定義
することができる。
【００２６】
　図２に示すように、コンピューティングデバイス２０２は、共有スペースアプリケーシ
ョン２０６を含む。共有スペースアプリケーション２０６は、いくらかのユーザーによる
対話のために共有することができる永続的なスペースを提供するよう構成される。本実施
形態によると、共有スペースアプリケーション２０６は、スペースを維持するのに使用さ
れるいくつかの関連した構成要素を含む。共有スペースアプリケーション２０６は、起動
要素２０８、認証要素２１０、コンタクト要素２１２、キャンバスディスパッチ要素２１
４、媒体レコーダー要素２１６、フレームキャプチャー要素２１８、履歴／スクラップブ
ックマネージャー要素２２０、スペースマネージャー要素２２２、コンテンツオブジェク
トクリエーター要素２２４、データシンクロナイザー要素２２６、ファイルクリエーター
要素２２８、応答／要求ハンドラー要素２３０、およびスペースキャンバス要素２３２を
含むが、これらだけに限定されない。代替実施形態では、様々な構成要素の機能および動
作を組み合わせて、より少ない構成要素および／または望ましい実装を提供することがで
きる。
【００２７】
　起動要素２０８を、ユーザーインターフェイスとして構成し、ユーザー認証、スペース
選択、および／または参加者選択を与えるように動作させることができる。認証要素２１
０を、例えば、パスポート（ＰＡＳＳＰＯＲＴ）サービス等の認証サービスとして構成し
、動作させることができる。コンタクト要素２１２を構成して、ユーザーの通信相手リス
トを検索および／または保持するように動作させることができる。例えば、コンタクト要
素２１２は、ＭＳＮサービスに接続するように構成されて、共有スペースに関する参加者
として、ユーザーのＭＳＮの通信相手リストを公表することができる。キャンバスディス
パッチ要素２１４を構成して、新しいスペースキャンバスを生成しスペース内のオブジェ
クトを表示することができる。媒体レコーダー要素２１６を構成して、音声、画像、ビデ
オ、および他のオブジェクト／表現要素を記録するよう動作させることができる。例えば
、媒体レコーダー要素２１６は、ローカルカメラ、マイクロフォン、および／または他の
要素を使用して、画像、音声、およびビデオをスペースにおける表現要素として記録する
ことができる。
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【００２８】
　引き続き図２を参照すると、フレームキャプチャー要素２１８を構成して、履歴および
／またはスクラップブックのためにスペースの「スナップショット」画像をキャプチャー
するよう動作させることができる。履歴／スクラップブックマネージャー要素２２０を構
成して、スペースの「スナップブック」を時系列順に集めたものを管理し、ユーザーにス
クラップブックと呼ばれるプライベートローカルリポジトリーにおいて選択した表現要素
を見直すメカニズムおよび／または記憶するメカニズムを提供するよう動作させることが
できる。履歴／スクラップブックマネージャー要素２２０は、スペース内で起こる全ての
イベントを記録することができる。したがって、ユーザーは保存オペレーションを継続的
に使用する必要がなく、これによって、より非公式なスペースとの対話が可能になる。ス
ペースマネージャー要素２２２を構成して、スペースの態様を管理するよう動作させるこ
とができる。例えば、スペースマネージャー要素２２２を構成して、マスターファイルの
ローカルコピーを管理するよう動作させることができる。コンテンツオブジェクトクリエ
ーター要素２２４を構成して、スペースにおけるオブジェクトおよび他の表現要素を管理
するよう動作させることができる。例えば、コンテンツオブジェクトクリエーター要素２
２４を構成して、画像、インク、テキスト、および／または他のユーザー表現要素を管理
するよう動作させることができる。
【００２９】
　データシンクロナイザー要素２２６を構成して、ユーザーコンピューティングデバイス
２０２とサービングコンピューティングデバイス２０４との間でデータファイルを同期化
するよう動作させることができる。例えば、データシンクロナイザー要素２２６を構成し
て、ユーザーコンピューティングデバイス２０２とサービングコンピューティングデバイ
スとの間でマスターデータファイルを同期化するよう動作させることができる。ファイル
クリエーター要素２２８を構成して、共有スペースデータファイルを管理するよう動作さ
せることができる。管理は、共有スペースデータファイルを生成すること、開くこと、お
よび保存することを含むが、これらだけに限定されない。応答／要求ハンドラー要素２３
０を構成して、コンピューティングデバイス間で通信を管理するよう動作させることがで
きる。例えば、応答／要求ハンドラー要素２３０を構成して、コンピューティングデバイ
ス２０２とサービングコンピューティングデバイス２０４との間で通信を管理するよう動
作させることができる。スペースキャンバス要素２３２を構成して、ユーザーインターフ
ェイスとして、スペースとのユーザー対話を可能にするよう動作させることができる。
【００３０】
　本実施形態に従って、サービングコンピューティングデバイス２０４はいくつかの共有
スペース要素を含む。図２に示すように、サービングコンピューティングデバイス２０４
は、データシンクロナイザー要素２３４、応答／要求ハンドラー要素２３６、およびスペ
ースマネージャー要素２３８を含むが、これらだけに限定されない。データシンクロナイ
ザー要素２３４を構成して、サービングコンピューティングデバイス２０２と１つ以上の
ユーザーコンピューティングデバイスとの間でデータファイルを同期化するよう動作させ
ることができる。例えば、データシンクロナイザー要素２３４を構成して、サービングコ
ンピューティングデバイス２０４とユーザーコンピューティングデバイス２０２との間で
マスターデータファイルを同期化するよう動作させることができる。応答／要求ハンドラ
ー要素２３６を構成して、サービングコンピューティングデバイスと、他のサービングコ
ンピューティングデバイスを含む、１つ以上の他のコンピューティングデバイスとの間で
通信を管理するよう動作させることができる。スペースマネージャー要素２３８を構成し
て、スペースの態様を管理するよう動作させることができる。例えば、スペースマネージ
ャー要素２３８を構成して、マスターファイルの読み書き可能なマスターコピーを管理す
るよう動作させることができる。他の実施形態が利用可能である。
【００３１】
　共有スペースアプリケーション２０６を構成して、共有スペースで様々なオブジェクト
を使用および提供する。一実施形態において、共有スペースアプリケーション２０６は、
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スペースを共有している他の参加者を表す参加者表示（例えば、アイコン、デジタル画像
等）と、スペースにおける表現要素（例えば、インク、テキスト、写真、ビデオ、ライブ
接続等）と、いくつかの対話式ツールとを使用および提供する。例えば、アイコン（例え
ば、デフォルトの人／グループアイコン）またはデジタル画像を、スペースを共有してい
る個人またはグループを表すのに使用することができる。デジタル画像または写真が、コ
ンタクト要素２１２を用いて、個人またはグループの名前と関連付けられた名前と共にイ
ンポートされるかドロップされる。コンタクト要素２１２は、名前／写真のアップデート
／変更を共有スペースアプリケーション２０６に伝播するように構成することができる。
個々の参加者表示は、参加者のステータスまたは状態（例えば、存在、使用中、不在等）
の表示を含むことができる。グループ参加者表示は、各状態における参加者の合計（１２
人中４人存在等）を含むこともできる。ユーザーが参加者表示を押すとき、以下に説明す
るように、ライブ接続が確立される（例えば、利用可能なデバイスハードウェアおよびサ
ービス機能による音声および／またはビデオ）。
【００３２】
　表現要素は、インク、画像、テキスト、ビデオ、ライブ接続等を含む、スペースにおけ
る任意の参加者生成アイテムを含む。例えば、参加者は、タブレットペンを使用して、絵
を描きまたは何らかのテキストを書くことができる。ユーザーは、例えば、指とタッチス
クリーンとを使用して、スペースに書く（ｉｎｋ）ことができる。ある実施形態では、表
現要素は、３つの状態を含むことができる。すなわち、標準、フォーカス、および拡大で
あるが、これらだけに限定されない。標準の表現要素の状態では、新しい表現要素は、古
い表現要素の前に現れる（常に前面に現れるライブ接続は除く）。前に維持されたライブ
接続は、例えば、ライブ接続アイコン等のライブ接続表示により示すことができる。テキ
スト表現要素を、テキストエリアで触れることおよび上／下にドラッグすることによりス
クロールすることができる。共有スペースにおける表現要素（または表現要素のグループ
）にフォーカスを与えると、アイテムの周りにマーキー（ｍａｒｑｕｅｅ）を表示するよ
う動作する。
【００３３】
　以下の表１はいくつかの表現要素および各表現要素がどのようにフォーカスを受け取る
かを記載する。
【００３４】
【表１】

【００３５】
　フォーカス状態では、個々の表現要素（個別選択）または表現要素のグループ（グルー
プ選択）がフォーカスを有することができる。表現要素（または表現要素のグループ）が
フォーカスを有する場合、フォーカスは、周囲のマーキー、拡大ボタン、およびムーブグ
リップを含む、他の表現要素の前に一時的に表示される。フォーカスを失うと、表現要素
（またはグループ）を、ビューの並び順の以前の位置に戻す。ユーザーは、マーキーをド
ラッグして、表現要素を動かしたり（例えば、中心からドラッグするか、ムーブグリップ
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をドラッグする）、表現要素の大きさを変更したり（例えば、エッジおよびコーナからド
ラッグする）、および表現要素を回転させることができる（例えば、ムーブグリップまた
は回転ハンドルをドラッグする）。
【００３６】
　一実施形態では、表現要素に対する任意の変更（例えば、動かすこと、大きさを変更す
ること、回転させること）は、変更された表現要素をビューの並び順の一番前に動かすよ
うに機能する。表現要素に任意の変更をせずに表現要素に対するフォーカスを変更すると
、表現要素をビューの並び順において以前の位置に戻すように機能する。ユーザーは、共
有スペースの余白エリアを押すことまたは別の表現要素を選択することによりフォーカス
を消すことができる。共有スペースにペーストされた表現要素は自動的にフォーカスを与
えられる。
【００３７】
　ユーザーは拡大ボタンを押すことができ、この拡大ボタンは、表現要素ビューを拡大状
態に変更するように機能する。拡大状態では、表現要素はディスプレイの大部分を包含す
るように拡大される（ツールは見える状態のままである）。表現要素は、拡大状態では、
動かしたり、大きさを変更したり、または回転させることはできない。ユーザーは閉じる
ボタンを押すことができ、この閉じるボタンは、表現要素をフォーカス状態に戻すように
機能する。
【００３８】
　以下の表２は、様々な表現要素に関連付けられたいくつかのコンテキスト制御および情
報を記載する。
【００３９】
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【表２】

【００４０】
　共有スペースアプリケーションのツールは、写真、ビデオ、音声、インク、テキスト、
および他のユーザー表現要素を共有することを容易にするよう構成される。ツールは、表
現要素を生成、選択、変更、および保存するために使用することができる。一実施形態で
は、ツールはスペースキャンバス要素２３２経由で提供され、いくつかのボタン（例えば
、タッチスクリーンボタン、タブレットボタン、アイコン等）として構成される。ボタン
の種類は、ツールセットトレイボタンと、拡大／折り畳みツールセットトレイと、ツール
を選択しその後ツールセットトレイを折り畳むツールセットボタンと、制御を作動させる
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ツールボタン（例えば、モーダルボタン）または（複数のパレットに対し）１つのパレッ
トを拡大／折り畳むツールボタンと、パレットからアイテム／モード／選択を選択しパレ
ットを閉じるパレットボタンとを含むが、これらだけに限定されない。ツールボタンの出
現により、現在のパレットの選択を反映するように変更することができる。
【００４１】
　以下の表３は、ある実施形態における各々のツールセット、ツール、およびパレットを
記載する。
【００４２】
【表３】

【００４３】
　共有スペースアプリケーション２０６および関連したツールは、参加者がスペースと対
話することおよびこのスペース内の望まれる場所のどこでも表現要素を検索することを可
能にする。さらに、スペースの参加者は、参加者の都合の良いときにスペースと自由に対
話できる。厳格な通信要件またはプロトコル（例えば、ユーザー１の通信の後にユーザー
２の通信が続き、ユーザー２の通信の後にユーザー３の通信が続く等）は存在しない。
【００４４】
　上で述べたように、共有スペースアプリケーション２０６は、共有スペースの参加者間
にライブ接続を提供するよう構成される。ある実施形態において、ライブ接続は、若干の
例外はあるものの表現として振る舞うよう構成される。ライブ接続は、ライブ音声／ビデ
オ会話（例えば、テレビ会議等）に参加する（および記憶する）ために使用することがで
きるか、または別の参加者に対するメッセージ（例えば、ボイスメールまたはビデオメー
ル）を記録するために使用することができる。どちらの場合でも、方法および制御は同じ
である。ライブ接続が、参加者アイコンを押すことにより開始されると、ユーザーはライ
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ブ接続の種類を選択するように指示される。ライブ接続の種類は、サービス申し込みの種
類に依存する。
【００４５】
　以下の表４はある実施形態のライブ接続についての申し込みの種類を列挙する。
【００４６】
【表４】

【００４７】
　ライブ接続は、ローカル（「自分の」）ビューおよびリモート（「あなたの」）ビュー
を提供するよう構成される。グループライブ接続では、グループの各メンバーに対し「あ
なたの」ビューが存在する。ライブ接続が開いている間、いくつかの制御および情報が提
供される。継続時間情報が提供され、ライブ接続の継続時間（例えば、分：秒）を示す。
ミュートボタンが与えられ（音声およびビデオに対し）、このミュートボタンは、デバイ
スのマイクおよびカメラをミュートするよう動作し、その結果、他人は、あなたの言うこ
とを聞くことができないか、あなたを見ることができない。閉じるボタンは、押されると
、ユーザーが「キャンセル」、「キープ」、または「消去」のいずれかを選択するよう指
示するように機能する。キャンセルを選択すると、クローズボタンが押されなかったかの
ようにライブ接続は戻される。キープを選択すると、ライブ接続は関連したスペースに置
かれ、ライブ接続アイコンにより示される。消去を選択すると、バッファーに格納された
ライブ接続は放棄される。
【００４８】
　共有スペースアプリケーション２０６はまた、履歴／スクラップブックマネージャー要
素２２０を用いてスクラップブックを提供するよう構成される。スクラップブックは、表
現要素およびスペーススナップショットに便利なプライベート記憶部を与える。スクラッ
プブックは、スクラップブックツールを押すことにより開くことができる。スクラップブ
ックは、複数のビューを与えるように構成され（例えば、リスト、アイコン、サムネイル
等）、グループ化／並び替えを行う（例えば、参加者毎に、日付毎に、表現要素の種類毎
に、場所毎に、等）。スクラップブックもまた、スクラップブック内の表現要素および他
のアイテムを検索するために検索／フィルターツールを含む。
【００４９】
　任意の表現要素またはスペーススナップショットを、スクラップブックに記憶すること
ができる。スクラップブックは、「セーブスペース（Ｓａｖｅ　Ｓｐａｃｅ）」ボタンを
含み、この「セーブスペース」ボタンは、現在のスペースのスナップショットスコピーを
スクラップブックに画像の形式で保存するように機能する。スクラップブックのコンテン
ツは、オペレーティングファイルシステムにおける「マイスクラップブック（Ｍｙ　Ｓｃ
ｒａｐｂｏｏｋ）」と呼ばれるフォルダーに記憶される。「マイスクラップブック」は、
「マイピクチャー（Ｍｙ　Ｐｉｃｔｕｒｅｓ）」、「マイノートブック（Ｍｙ　Ｎｏｔｅ
ｂｌｌｋ）」、および「マイミュージック（Ｍｙ　Ｍｕｓｉｃ）」と同等である。「マイ
スクラップブック」フォルダーは、共有スペースアプリケーションがインストールされる
ときに生成することができる。スクラップブック内の表現要素は、スペース内と同一の３
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つの状態（標準、フォーカス、拡大）と表現要素がスペース内でなすのとまったく同じそ
れぞれの制御と振る舞いとを有するが、以下の制御は変更される／加えられる。すなわち
、動かすこと、サイズを変えること、回転させることは利用できず、「スクラップブック
にコピーをセーブする（Ｓａｖｅ　ｃｏｐｙ　ｔｏ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ）」は「スペー
スにコピーする（Ｃｏｐｙ　ｔｏ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ）」に置き換えられ、「プリント
」ボタンは表現要素またはスペーススナップショットを印刷する。
【００５０】
　「要素獲得（Ｇｅｔ　Ｓｔｕｆｆ）」ツールセットは、アイテムを閲覧しオペレーティ
ングファイルシステムからスペースに取り込む便利な手段を提供するよう構成される。「
要素獲得」ツールセットは、アイテムを閲覧し、例えば、マイピクチャー、マイビデオ、
およびマイミュージック等の様々なフォルダーから取り込むために使用することができる
。「要素獲得」ツールセットから「マイ＜要素＞（Ｍｙ　＜ｓｔｕｆｆ＞）」ツールを押
すと、オペレーティングファイルシステム内のそれぞれの＜要素＞フォルダーのコンテン
ツを閲覧するためのビューワーが開く。複数のビューが与えられ（例えば、リスト、アイ
コン、サムネイル等）およびグループ化／並び替えを行う（例えば、参加者毎に、日付毎
に、表現要素の種類毎に、場所毎に等）。検索／フィルターツールも提供される。表現要
素は、同一の３つの状態（標準、フォーカス、拡大）と表現要素がスペース内でなすのと
まったく同じそれぞれの制御および振る舞いとを有するが、以下の制御は変更される／加
えられる。すなわち、動かすこと、大きさを変えること、回転させることは利用できず、
「スクラップブックにコピーをセーブする（Ｓａｖｅ　ｃｏｐｙ　ｔｏ　Ｓｃｒａｐｂｏ
ｏｋ）」は「スペースにコピーする（Ｃｏｐｙ　ｔｏ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ）」に置き換
えられる。
【００５１】
　共有スペースアプリケーション２０６はまた、履歴／スクラップブックマネージャー要
素２２０を用いて履歴を提供するよう構成される。一実施形態において、履歴は、保持さ
れてサービングコンピューティングデバイス２０４からアクセスされる。履歴を、スペー
スの単純な読み取り専用の一時的なビューとして構成することができる。ある実施形態に
おいて、スペースの履歴を、以下の制御によりフルスクリーンで表示することができる。
すなわち、個別選択を行うこと（デフォルト）、グループ選択を行うこと（制限された表
現要素）、およびコピーを行うことである。別の実施形態では、履歴を、リスト、サムネ
イル等として表示することができる。履歴ビューは、水平スクロールバーを含み、この水
平スクロールバーは、時間を制御するために使用することができる（例えば、ツールトレ
イスペースを占める時間）。履歴内の表現は、同じ３つの状態（標準、フォーカス、拡大
）と全く同じそれぞれの表示される情報とを有するが、変更制御動作は存在しない。加え
て、「スクラップブックにコピーをセーブする（Ｓａｖｅ　ｃｏｐｙ　ｔｏ　Ｓｃｒａｐ
ｂｏｏｋ）」は「スペースにコピーする（Ｃｏｐｙ　ｔｏ　Ｓｐａｃｅ）」に置き換えら
れる。
【００５２】
　ある実施形態において、共有スペースアプリケーション２０６を、自動的に記憶された
ストーク、セグメント、および他の表現要素にアクセスするための３つのインターフェイ
スを提供するよう構成することができる。第１のインターフェイスは、無限の取り消しお
よびやり直しである。取り消しおよびやり直しを用いると、ユーザーはセグメントの任意
の過去の状態にアクセスすることができる。第２のインターフェイスは、タイムスライダ
ーである。タイムスライダーを用いると、ユーザーは時点を直接指定することができるか
、またはジャンプボタンを使用して離れた「興味のある」時点に到達することができる。
第３のインターフェイスは、振る舞いとして実装することができるコンテキストベースの
検索である。検索振る舞いは、ユーザーが、以前のストローク、セグメント、および他の
表現要素を、例えば時間、セグメントの場所、セグメントのサイズ、インクの色等のコン
テキストの情報に基づいて検索することを可能にする。検索結果は１組のサムネイルとし
てスクリーンに表示され、ユーザーはサムネイルをクリックすることにより、履歴のある
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ポイントにアクセスすることができる。
【００５３】
　図３は、ある実施形態における共有スペースアーキテクチャー３００のブロック図であ
る。共有スペースアーキテクチャー３００を、コアレイヤー３０２を含む、レイヤーアー
キテクチャーとして構成することができる。コアレイヤーは、サービスおよび設定要素３
０２ａ、イベント処理要素３０２ｂ、およびディスプレイコンテキスト要素３０２ｃを含
む。
【００５４】
　モデルレイヤー３０４は、ドキュメント、ユーザーインターフェイス、ツール、および
対話スタイルに対し基本インターフェイスを定義する。モデルレイヤー３０４は、スペー
スモデル要素３０４ａ、ユーザーインターフェイスモデル３０４ｂ、ツールモデル３０４
ｃ、対話要素３０４ｄ、および物理的要素３０４ｅを含む。モデルレイヤー３０４は、共
有スペース要素の抽象概念を定義するインターフェイスおよび抽象型クラスを含む。モデ
ルレイヤー３０４は、標準レイヤー３０６から分けて、モジュールおよび構成要素の拡張
性、柔軟性、再利用性、相互運用性を保証することができる。
【００５５】
　スペースモデル要素３０４ａは、スペースの一部となることができるオブジェクトのベ
ースクラスおよび機能を定義する。ユーザーインターフェイスモデル３０４ｂは、ルーム
ウェア要素に適した代替的なユーザーインターフェイスの概念を定義する。ツールモデル
３０４ｃは、追加の機能をスペースに提供する。顕著な例はツールバーまたはブラウザー
である。スペースブラウザーは、ユーザーインターフェイスとスペースとの間に接続を設
ける役目を有している。加えて、ツールモデル３０４ｃは、例えば、結合の度合のような
可能なワークモードを制御する。物理的モデルは、共有スペースに関係した「実際の」世
界の部分の表示である。例えば、用語「ステーション」は、共有スペースアプリケーショ
ンを実行しているコンピューターのことをいう。対話要素３０４ｄは、異なる対話スタイ
ルを定義することを含んで、異なるスタイルの対話をサポートする。
【００５６】
　標準レイヤー３０６は、対話および通信に、チームワーク、ミーティング、および他の
状況等における機能を提供することができる。標準レイヤー３０６は、リンクおよび参照
要素３０６ａ、ディスプレイエリア要素３０６ｂ、ツールバー要素３０６ｃ、クリック要
素３０６ｄ、ドラッグおよびドロップ要素３０６ｅ、スペース要素３０６ｆ、対話要素３
０６ｇ、ブラウザー要素３０６ｈ、ジェスチャー要素３０６ｉ、およびステーション要素
３０６ｈを含む。標準レイヤー３０６は、テキスト、グラフィック、および形式張らない
手書きの入力のような標準的な種類のデータも、例えば標準的な共同作業のサポートのた
めのプライベートおよびパブリックワークスペースも含む。
【００５７】
　ハイパーメディアデータモデルクラスのインスタンスは、共有されたオブジェクトスペ
ースの一部として含まれる。したがって、ユーザーは、同時にこれらのオブジェクトにア
クセスすることができる。標準ドキュメント要素は、ワークスペース（ページに相当する
もの）、手書きの入力（走り書き）、テキスト、および画像を含む。ユーザーインターフ
ェイスのメイン要素は、セグメントおよびオーバレイを含む。対話は、「セグメント」に
分けることができ、例えばドキュメントブラウザー等のツールに対し利用可能なスペース
を定義する。加えて、「オーバレイ」は、自由に配置することができる。ドキュメントブ
ラウザーおよびツールバーは、標準レイヤー３０６により与えられる。
【００５８】
　要素との対話については、マウスおよびキーボードを用いることのほかに利用可能な対
話技術が存在する。これらの技術は、ペンまたは指によって書かれたジェスチャーを含み
、ドラッグおよびドロップをサポートする。上述したジェスチャーイベントを生成するた
めに、描かれた各ストロークをジェスチャー認識装置に送信することができる。共有スペ
ースアーキテクチャー３００は基礎レイヤー３０８も含み、この基礎レイヤー３０８は、
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同期化要素３０８ａ、応答要素３０８ｂ、認証要素３０８ｃ、およびセキュリティ要素３
０８ｄを含む。
【００５９】
　図４は、ある実施形態における共有スペースアプリケーションを使用するための手順を
示すフローチャートである。上述したように、共有スペースは２人以上のユーザーの間で
共有することができる。共有スペースは、ユーザーがオンラインであり且つそれぞれのコ
ンピューティングデバイスが互いに通信しているときに、全ての参加者の変更に従いアッ
プデートすることができる。ユーザーが共有スペースの参加者になると、ユーザーは、上
述したように、様々な手段で共有スペースの別の参加者または参加者達と対話および通信
することができる。
【００６０】
　ステップ４００で、共有スペースアプリケーションが、ユーザーのコンピューティング
デバイスにインストールされる。ステップ４０２で、ユーザーは、共有スペースアプリケ
ーションを使用する前に登録するように指示される。ユーザーに関連したプロファイル情
報を集めて、サービングコンピューティングデバイスまたはローカルに、登録プロセスの
一部として記憶することができる。ステップ４０４で、登録した後に、登録したユーザー
は、他の登録したユーザーと共有するためにスペースを生成またはスペースに参加するこ
とができる。各スペースはスペースを識別するために固有の名前を有することができる。
スペースを生成した後に、スペースの創始者は、幾人かの他のユーザーを招待して、生成
したスペースに参加させることができる。ユーザーは、コンタクトリポジトリー（ｃｏｎ
ｔａｃｔｓ　ｒｅｐｏｓｉｔｏｒｙ）（例えば、メッセンジャーの通信相手（「仲間」）
、アウトルックの通信相手、ウィンドウズ（登録商標）ビスタの通信相手等、または通信
相手を集めたもの）を使用して、生成したスペースを共有するため可能性のあるユーザー
を識別することができる。ユーザーが、別のユーザーをスペースに参加するように招待す
ると、共有スペースアプリケーションは、招待された人に招待メッセージを送信するよう
構成される。招待された人は、イーメール、ＩＭ、ＳＭＳ、ウルトラモバイルＰＣのシェ
ルアプリケーションを介して、および／または共有スペースアプリケーションを介して招
待メッセージを受信することができ、次に、招待された人は共有スペースアプリケーショ
ンを開いて、通信する。各招待されたユーザーは、招待を受け入れて、複製スペースファ
イルをローカルに生成することができる。
【００６１】
　ステップ４０６で、共有スペースは開かれ、永続的なホワイトボードキャンバスがユー
ザーに提示される。ユーザーがオンラインである場合、キャンバスになされた任意の参加
者による変更は自動的にアップデートされ、ユーザーに提示される。ステップ４０８で、
参加者はいくつかの共有スペースツールを使用して、表現要素を加えるか、表現要素を変
更するか、そうでなければ共有スペースのキャンバスと対話することができる。各オンラ
イン参加者は、他の参加者およびアップデートされたスペースキャンバスによる対話を見
る。ユーザーがオフラインであるが、変更が別の参加者によりなされた後に、オンライン
に復帰する場合、その後、参加者のキャンバスはアップデートされて、変更を示す。加え
て、各参加者は、スペース内の任意のオブジェクトをローカルのスクラップブックに保存
することができる。ある実施形態において、スクラップブックはスペースと独立している
が、任意のスペースと共に使用することができる。上述したように、共有スペースアプリ
ケーションはまた、履歴記録または履歴を用いて、スペース変更のプロセスを追跡して保
持する。参加者は、いつでも任意のステップを呼び出すために履歴記録を使用することが
できる。
【００６２】
　上述したように、リアルタイムデータ同期化（例えば、参加者の対話後、オンラインに
なって共有スペースを開いた後等）を、共有スペースアプリケーションおよび関連した構
成要素により提供することができ、その結果、全てのオンラインの参加者は、同一の存続
したスペースをスペースキャンバスの形式で「見る」ことができる。同期化プロセスは、
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参加者が通信するために使用している通信ネットワークの種類に部分的に依存する。例え
ば、ピアツーピア通信ネットワークは、いくつかの参加者のコンピューティングデバイス
とサービングコンピューティングデバイスとの間の同期化プロセスと比べると異なる同期
化プロセスを使用する。ステップ４１０で、ユーザーはスペースを閉じ、ユーザーのコン
ピューティングデバイスと他の参加者のコンピューティングデバイスとの間の接続は自動
的に切断される。その後、スペースキャンバスに関連したグラフィカルユーザーインター
フェイス（ＧＵＩ）および他のユーティリティリソースが開放される。
【００６３】
　ここで図５Ａ－図５Ｋを参照すると、ブロック図は、ある実施形態における共有スペー
スにアクセスし且つ対話するためのユーザーインターフェイスを示す。図５Ａに示すよう
に、ユーザーインターフェイス５００は、共有スペースアプリケーションの現在のユーザ
ーに関連付けられたいくつかの共有スペースを示す。ユーザーが認証プロセス（例えば、
ユーザー名、パスワード、および他のログイン身分証明）を成功して完了させた後のユー
ザーインターフェイス５００が示されている。ユーザーインターフェイス５００は、ユー
ザーが、１つ以上の共有スペースと関連付けられたいくつかの通信相手を有していること
を示す。図示したように、ユーザーは通信相手とスペースを共有し、この通信相手は、ピ
ーター５０２、ローズ５０４、ロビン５０６、およびメアリー５０８を含む。ユーザーイ
ンターフェイス５００はまた、関連する通信相手５１０のための新しいスペースを定義す
るブロックを含む。上述したように、共有スペースと関連付けられた各通信相手５０２－
５０８は、ユーザーがこのスペースを個性化するために使用することができる参加者の写
真または他の識別表示を含む。
【００６４】
　図５Ｂは、いくつかのスペースを示すユーザーインターフェイス５００のブロック図で
ある。様々なコンタクト間の接続ラインは、いくつかの共有スペースを定義する。例えば
、ロビン５０６とトム５１２とは、ユーザーと共有スペースを定義する。ジャッキー５１
４はユーザーと共有スペースを定義する。ピーター５０２、ローズ５０４、マギー５１６
、およびフランク５１８はユーザーと別の共有スペースを定義する。上述したように、ユ
ーザーは、共有スペースアプリケーションを使用して、選択した参加者と連絡を取り合う
かさもなければ対話するためにいくつかの共有スペースを定義することができる。
【００６５】
　図５Ｂに示すように、ユーザーは、共有スペースにおける対話のためにトム５１２を選
択した（「ｘ」はユーザーの選択を強調する）。ユーザーは、ロビン５０６を選択してい
ないので、ユーザーがこのスペースにロビン５０６を招待するか、異なるスペースを開く
まで、対話はトム５１２とだけである。トム５１２を選択した後に、ユーザーは、ボタン
５２０を使用して、スペースに入ることができる。ここで、トムがオンラインである場合
、通知書は、関連するスペースに参加させるためにトム５１２に送信される。トムがオフ
ライン、またはトムが共有スペースアプリケーションを開いていないならば、通知書は、
トムが共有スペースアプリケーションを開き且つオンラインになるときに伝えられる。
【００６６】
　図５Ｃは、ユーザーが、トム５１２とスペースを共有するために選択した後のユーザー
インターフェイス５００を示す。状態インジケーター５２２は、トム５１２が「オンライ
ン」であることを示す。図５Ｃに示すように、スペースキャンバス５２４は空白である。
すなわち、トム５１２もユーザーもこのスペースキャンバス５２４に何も加えていない。
いくつかのツール５２６が、スペースキャンバス５２４と対話するためユーザーに提示さ
れる。
【００６７】
　図５Ｄはある状態におけるユーザーインターフェイス５００を示しており、この状態で
は、ユーザーはいくつかのオブジェクト（例えば、写真、ビデオ、音声等）からトム５１
２との共有スペースにどれが含まれるかを選択することができる。オブジェクト５２８－
５３８を、ローカルの記憶部、相手側のソース、またはあるオンラインソースから選択す
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ることができる。図５Ｄに示すように、ユーザーはスペースキャンバス５２４に挿入する
ためにオブジェクト５２８を選択した。すなわち、挿入されるオブジェクト５２８は、ユ
ーザーにより提供される表現要素である。トム５１２はオンラインであるので、トム５１
２は彼のスペースキャンバスでオブジェクト５２８をリアルタイムで見る。一実施形態で
は、ユーザーはまた、スペースキャンバス５２４にスライドショーを挿入するためにスラ
イドショーボタン５４０を使用することができる。ユーザーが１つ以上のオブジェクトを
選択すると、ユーザーは、スペースキャンバス５２４に１つ以上のオブジェクトを挿入す
るために挿入ボタン５４２を使用することができる。
【００６８】
　図５Ｅは、ユーザーがオブジェクト５２８を選択して、このオブジェクトをスペースキ
ャンバス５２４に挿入した後のユーザーインターフェイス５００を示す。ユーザーがオブ
ジェクト５２８をスペースキャンバス５２４に置くと、いくつかの追加的なコンテキスト
関連ツール５４４が、挿入されたオブジェクト５２８と対話するためユーザーに利用可能
になる。加えて、ユーザーは、ハンドル５４６および５４８を使用して、オブジェクト５
２８を拡大／縮小および／または回転させることができる。図５Ｆは、トム５１２がイン
ク画５５０をスペースキャンバス５２４に描いた後のユーザーインターフェイス５００を
示す。ユーザーは、トム５１２による生成の各段階でこのインク画５５０を見ることがで
きた。図５Ｇは、トム５１２がオブジェクト５５２をスペースキャンバス５２４に挿入し
た後のユーザーインターフェイス５００を示す。トムはまた、何らかのテキスト５５４を
彼が挿入したオブジェクト５５２の下に打ち込んだ。上述したように、ユーザーおよびト
ム５１２は、例えば、タッチスクリーン対話式ディスプレイ等のそれぞれのディスプレイ
上で、同一の対話および情報を見ている。
【００６９】
　上述したように、共有スペースアプリケーションにより、各参加者は共有スペースと自
由に対話することができる。図５Ｈは、ユーザーがトムの挿入したオブジェクト５５２を
スペースキャンバス５２４の新しい位置に動かした後のユーザーインターフェイス５００
を示す。インク５５０は、この時点では、再配置されたオブジェクト５５２により部分的
に覆われている。図５Ｉは、なぜユーザーがオブジェクト５５２を動かしたかを尋ねる質
問をトム５１２がインクで書いた５５６後のユーザーインターフェイス５００を示す。
【００７０】
　図５Ｊは、スクラップブックビュー５５８におけるユーザーインターフェイス５００を
示す。ユーザーは、スクラップブックにいくつかのアイテム５６０－５６８を保存してい
る。一実施形態では、スクラップブックのコンテンツは、ユーザーのコンピューティング
デバイスにローカルに保存される。ユーザーインターフェイス５００はまた、ユーザーが
クリックして履歴ビューに進むことができるボタン５７０を含む。図５Ｋは履歴ビュー５
５９におけるユーザーインターフェイス５００を示す。履歴は、共有スペースアプリケー
ションにより記録されたいくつかの履歴の詳細５７２－５８２を含み、参加者による変更
並びにスペースおよびスペースキャンバス５２４との対話を表す。ユーザーはまた、自動
保存に加えて、保存に関する履歴に時間を付けるためにユーザーインターフェイス５００
を使用することができる。一実施形態において、履歴は、サービングコンピューティング
デバイスに保存され、接続してオンラインになったときにユーザーに利用できるようにな
る。
【００７１】
　上述したように、ある実施形態において、共有スペースアプリケーションは、コンピュ
ーティングデバイスに含まれるかインストールすることができ、共有スペースの態様を管
理するサービングコンピューターと関連付けることができる。例えば、共有スペースアプ
リケーションを、ウルトラモバイルパーソナルコンピューターにインストールすることが
できる。ウルトラモバイルＰＣの携帯性により、ユーザーは、迅速に、便利に、および容
易にアクセス可能な方法で共有スペースアプリケーションを使用することができるように
なる。共有スペースアプリケーションは、共有スペースを提供するよう構成されて、幾人
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かのユーザーが互いに通信および対話することができるようにする。スペースは、ネット
ワーク接続があるかどうかに関係なく、このスペースのすべての参加者に常に利用できる
ようにすることができる。すなわち、参加者は、スペースが生成されると、参加者が現在
接続されていないかまたはオンラインでないときでさえも、スペースと自由に対話するこ
とができる。任意の変更が、参加者が接続されたときおよび／またはオンラインになった
ときに他の参加者のスペースにアップデートされる。
【００７２】
　さらに、共有スペースアプリケーションにより、任意のスペース参加者は、他の参加者
にセッションに参加することを求めることなく、いつでも表現要素を加えること、変更す
ること、生成すること等ができるようになる。したがって、共有スペースアプリケーショ
ンは、全ての参加者が選択したときはいつでも彼ら自身を表現することを可能にする、あ
る程度の自由を許容する。同様に、共有スペースアプリケーションは、表現要素の受取人
に、選択したときはいつでも応答する自由を認める。すぐに返答する直接的な義務または
暗黙の義務は存在しない。
【００７３】
　共有スペースアプリケーションは、全ての参加者の表現要素をたった１つのディスプレ
イで見ることができる永続的なキャンバスを提供することができる。例えば、ウルトラモ
バイルパーソナルコンピューティングデバイスのディスプレイを、共有スペースを表示す
るために使用することができ、ユーザーの表現はこのディスプレイ内部で存続することが
できる。ユーザーは、望ましい情報を見つけるために前方および後方にスクロールする必
要はない。なぜなら、表現要素はスペースキャンバスおよびディスプレイの可視エリア内
に含まれている（隠された表現要素も含む）からである。共有スペースは、オンラインで
あり且つスペースを開いている全ての参加者に対し視覚的にほぼ同じであるように構成さ
れる。
【００７４】
　加えて、共有スペースアプリケーションは、全ての参加者が、リアルタイムまたはほぼ
リアルタイムで（例えば、接続性、帯域幅、および他の要因に依存する）共有スペースに
対する編集および他の変更を見ることができるように構成される。ユーザーは、ペンまた
は指を使用して、ペンまたは指をスペースキャンバス上でドラッグすることによりスペー
ス内のどこにでも任意の手書きのストロークを描くことができる（「ストローキング」と
呼ばれる）。ユーザーは、スタイラスの変更ボタンを押して走り書きしたストロークを描
くこと（「メタストローキング」と呼ばれる）または指により消すことができる。共有ス
ペースアプリケーションは、参加者の全てが、編集プロセスが行われているときに編集プ
ロセスを見ることができるように構成される。例えば、参加者は、文字が打ち込まれてい
るときに文字を（例えば、あなたは修正箇所を見る）、インクが書かれている（および消
されている）ときにインク等を見ることができる。このように、この共有スペースアプリ
ケーションは多くの他のアプリケーションにはない存在の感覚を生成する。
【００７５】
　本明細書で説明するように、共有スペースは、感情的な表現要素および／または受動的
な通信を用いてユーザーが連絡を取り合うメカニズムを提供するが、これだけに限定され
ない。仕事上の関係、家族、および友達関係はより広い場所に広がるので、共有スペース
は、面倒なことおよび邪魔されることなく通信する便利な方法を提供する。例えば、ある
家族の場合を考える。この家族のメンバーは国の異なる場所に住んでいる。家族全員は、
共有スペースを使用することにより、互いに通信し、参加することができる。兄弟姉妹は
、重要な生活の出来事、またはほんのありふれた日常の出来事の写真をとることができる
。他の家族のメンバーはまた、この写真にコメントするため、アドバイスを求めるため、
および／または考えを共有するために共有スペースを使用することができる。注釈、絵、
個人的なメモ、ビデオ、および／または音声クリップが様々な参加者により加えられるの
で、対話は自然に進行する。複数の参加者が共有スペースを偶然見ているときではいつで
も、この複数の参加者はまたライブ接続に偶然参加することができる。
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【００７６】
　別の例として、消費者に重要なサービスを提供するために互いを信頼する複数の事業体
からなる会社を考える。事業体は、世界の異なる地域に置かれる。信頼できないイーメー
ルまたは電話通信を用いるのではなく、会社の各従業員は、ウルトラモバイルパーソナル
コンピューティングデバイスで作動する共有スペースアプリケーションを有する。従業員
は、業務の重要な相手間に１つ以上の共有スペースを戦略的にセットアップし、およびモ
ニタリングすることができる。例えば、製品グループは、新しいデバイスの立ち上げのた
めに戦略的事業プランナーとの通信用の共有スペースをセットアップすることができる。
注釈、インキング、絵、画像、個人的なメモ、ビデオ、および／または音声クリップが様
々な参加者により加えられるので、対話は自然に進行する。ユーザーはまた、関係者が同
時期に偶然利用できる場合、ライブ音声および／またはテレビ会議に参加するために共有
スペースアプリケーションを使用することができる。
【００７７】
典型的な動作環境
　図６の参照に関して、以下の議論は、本発明の実施形態を実装することができる適切な
コンピューティング環境の簡潔な概要を提供することを目的としている。本発明は、パー
ソナルコンピューターのオペレーティングシステムで走るプログラムモジュールと共に実
行するプログラムモジュールという一般的な文脈において説明されるが、当業者は、本発
明を他の種類のコンピューターシステムおよびプログラムモジュールと共に実装すること
ができることを理解するであろう。
【００７８】
　一般的に、プログラムモジュールは、特定のタスクを実行するか特定の抽象データ型を
実装するルーチン、プログラム、コンポーネント、データ構造、および他の種類の構造を
含む。さらに、当業者は、本発明を、ハンドヘルドデバイス、マルチプロセッサーシステ
ム、マイクロプロセッサーベースのまたはプログラム可能な家庭用電化製品、ミニコンピ
ューター、およびメインフレームコンピューター等を含む、他のコンピューターシステム
構成により実施することができることを理解するであろう。本発明は、タスクが、通信ネ
ットワークを通してリンクされたリモート処理デバイスにより実行される分散コンピュー
ティング環境において実施することもできる。分散コンピューティング環境では、プログ
ラムモジュールを、ローカルメモリ記憶デバイスおよびリモートメモリ記憶デバイスに設
置することができる。
【００７９】
　ここで図６を参照すると、本発明の実施形態のための説明的なオペレーティング環境が
説明される。図６に示すように、コンピューター２は、１つ以上のアプリケーションプロ
グラムを実行することができる汎用デスクトップ、ラップトップ、ハンドヘルド、または
その他の種類のコンピューターを備える。コンピューター２は、少なくとも１つの中央処
理装置８（「ＣＰＵ」）、システムメモリ１２、およびメモリをＣＰＵ８に繋ぐシステム
バス１０を含む。このシステムメモリ１２は、ランダムアクセスメモリ１８（「ＲＡＭ」
）およびリードオンリメモリ（「ＲＯＭ」）２０を含む。例えば起動等の間、コンピュー
ター内の要素間で情報を転送することを助ける基本ルーチンを含む基本入力／出力システ
ムは、ＲＯＭ２０に記憶されている。コンピューター２は、オペレーティングシステム３
２、アプリケーションプログラム、および他のプログラムモジュールを記憶する大容量記
憶デバイス１４をさらに含む。
【００８０】
　大容量記憶デバイス１４は、バス１０に接続される大容量記憶コントローラー（図示せ
ず）を介してＣＰＵ８に接続される。大容量記憶デバイス１４および関連したコンピュー
ター可読媒体は、コンピューター２に不揮発性記憶部を提供する。本明細書に含まれるコ
ンピューター可読媒体の説明は、例えばハードディスクドライブまたはＣＤ―ＲＯＭドラ
イブ等の大容量記憶デバイスに言及するが、当業者によって、コンピューター可読媒体は
コンピューター２によりアクセスすることができるか利用することができる任意の利用可
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能な媒体であってもよいことが理解されるべきである。
【００８１】
　例として、限定ではなく、コンピューター可読媒体はコンピューター記憶媒体および通
信媒体を備える事ができる。コンピューター記憶媒体は、例えばコンピューター可読指示
、データ構造、プログラムモジュール、または他のデータ等の情報の記憶のための方法ま
たは技術で実装される揮発性および不揮発性の取り外し可能および取り外し不可能な媒体
を含む。コンピューター記憶媒体は、望ましい情報を記憶するために使用することができ
、およびコンピューター２によりアクセスすることができるＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ
、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ、若しくは他のソリッドステートメモリ技術、ＣＤ－
ＲＯＭ、デジタル多用途ディスク（「ＤＶＤ」）、若しくは他の光学記憶装置、磁気カセ
ット、磁気テープ、磁気ディスク記憶装置、若しくは他の磁気記憶デバイス、または任意
の他の媒体を含むが、これらだけに限定されない。
【００８２】
　本発明の様々な実施形態によれば、コンピューター２は、例えばローカルネットワーク
、インターネット等のネットワーク４を介するリモートコンピュータへの論理接続を用い
てネットワーク接続された環境において動作することができる。コンピューター２は、バ
ス１０に接続されるネットワークインターフェイスユニット１６を介してネットワーク４
に接続することができる。ネットワークインターフェイスユニット１６は他の種類のネッ
トワークおよびリモートコンピューティングシステムに接続するために利用することもで
きることが、理解されるべきである。コンピューター２は、いくつかの入力の種類から入
力を受け取って処理する入力／出力コントローラー２２を含むことができ、このいくつか
の入力の種類は、キーボード、マウス、ペン、指、および／または他の手段を含む。同様
に、入力／出力コントローラー２２は、ディスプレイ、プリンター、または他の種類の出
力デバイスに出力を与えることができる。加えて、タッチスクリーンは、入力および出力
メカニズムとして役割を果たすことができる。
【００８３】
　上で簡単に説明したように、いくつかのプログラムモジュールおよびデータファイルを
、例えばワシントン州レドモンドの本件特許出願人からのＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）　
ＸＰ　オペレーティングシステム等のネットワーク接続されたパーソナルコンピューター
の動作を制御するのに適したオペレーティングシステム３２を含む、コンピューター２の
大容量記憶デバイス１４およびＲＡＭ１８に記憶することができる。大容量記憶デバイス
１４およびＲＡＭ１８は、１つ以上のプログラムモジュールを記憶することもできる。特
に、大容量記憶デバイス１４およびＲＡＭ１８は、例えばワードプロセッシングアプリケ
ーション２８、画像アプリケーション３０、イーメールアプリケーション３４、描画アプ
リケーション等のアプリケーションプログラムを記憶することができる。
【００８４】
　本発明の様々な実施形態を、（１）一連のコンピューター実行行為またはコンピューテ
ィングシステムで実行するプログラムモジュールとして、および／または（２）コンピュ
ーティングシステム内の相互接続された機器論理回路または回路モジュールとして、実装
することができることが理解されるべきである。実装は、本発明を実装するコンピューテ
ィングシステムの性能要求による選択事項である。したがって、関係したアルゴリズムを
含む論理オペレーションを、オペレーション、構造デバイス、行為、またはモジュールと
して様々に照会することができる。これらのオペレーション、構造デバイス、行為、およ
びモジュールは、本願で定めた特許請求の範囲に説明された本発明の趣旨および範囲から
逸脱しなければ、ソフトウェア、ファームウェア、専用デジタルロジック、およびこれら
の任意の組み合わせで実装することができることが当業者によって認識される。
【００８５】
　本発明は様々な例示的実施形態に関連して説明されたが、当業者は、多くの変更を、後
に続く特許請求の範囲内で本発明になすことができることを理解するであろう。したがっ
て、任意の方法における本発明の範囲は上記の説明に限定されることを意図しておらず、
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